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ボーリング柱状図
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栃木県烏山土木事務所　整備部 2010-03-16 ～ 2010-03-18

標
 
 
尺

(m)

標
 
 
高

(m)

層
 
 
厚

(m)

深
 
 
度

(m)

柱
 
 
状
 
 
図

土
 
質
 
区
 
分

色
 
 
 
 
 
調

相
 
対
 
密
 
度

相
 
対
 
稠
 
度

記
 
 
 
 
 
事

地
層
岩
体
区
分

孔
内
水
位
(m)

測
定
月
日

標　準　貫　入　試　験

深
 
度

(m)

10cmごとの
 打撃回数

0

10

10

20

20

30

打
撃
回
数

貫
入
量

(cm)

原位置試験

深
 
度

(m)

試    験    名
および結果

試料採取

深
 
度

(m)

試
 
料
 
番
 
号

採
 
取
 
方
 
法

室
 
内
 
試
 
験

掘
 
進
 
月
 
日

0 10 20 30 40 50

N            値

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

114.76 0.80 0.80

礫混じり
粘土
(CH-G)

111.16 3.60 4.40

粘土混じ
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(GS-C)

109.66 1.50 5.90
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105.53 4.13 10.03
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中
位

緩
い

密
な

上部10cmは腐植土である
含水比・粘性中位

崩積土である
含水比やや低く粘性小さい
φ5～50mmの角礫が主体である
マトリックスは粒子不均一な砂と
粘土でなる
2.70～3.60m間は粘土分を多く混
入
3.90m付近から暗灰色を呈す
4.00～4.40m間は含水量が多い

φ5～50mmの角礫(頁岩・砂岩)が
主体
地層に明瞭な乱れがないことから
砂岩の強風化部である可能性が高
い

頁岩であるが砂岩が優勢部分を断
続的に挟む
風化により軟質化しており割れ目
が非常に多い。

全体に礫状～岩片状コアを呈し
，所々5～15cmの短柱状コアでな
る
5.7～6.3m，7.8～8.15m，8.9～9.0
mは風化が著しく礫状～細礫状コ
アを呈す

9.0m以深やや新鮮になり，所々柱
状コアで採取できる
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